
株 主 優 待

※図書カードのデザインは変更する場合があります。

事 業 年 度 毎年9月1日から翌年8月31日まで
剰余金の配当の基準日 毎年8月31日
定 時 株 主 総 会 毎年11月
単 元 株 式 数 100株
上場金融商品取引所

（ 証 券 コ ー ド ）
東京証券取引所
（6915）

公 告 方 法 電子公告
ただし、事故その他やむを得ない事由により
電子公告による公告をすることができない場
合は、日本経済新聞に掲載いたします。
公告掲載URL　http://www.chiyoda-i.co.jp/

株 主 名 簿 管 理 人 ／
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

同 連 絡 先
（郵便物送付・電話照会）

〒137-8081　東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
電話　0120-232-711（通話料無料）

お 知 ら せ 1.	株主様の住所変更、買取請求その他各種お
手続きにつきましては、原則、口座を開設
されている口座管理機関（証券会社等）で
承ることとなっております。口座を開設され
ている証券会社等にお問合せください。株
主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお
取り扱いできませんのでご注意ください。

2.	特別口座に記録された株式に関する各種お
手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行
が口座管理機関となっておりますので、前
記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託
銀行）にお問合せください。なお、三菱UFJ
信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたし
ます。

3.	未受領の配当金につきましては、三菱UFJ
信託銀行本支店でお支払いいたします。

株主メモ

証券コード：6915

千代田インテグレ株式会社

第56期 年次報告書
2010.9.1         2011.8.31

対 象 株 主
毎年8月31日の最終の株主名簿に記載または記録された株主様

優 待 内 容
●保有株式数　100株以上1,000株未満
　当社オリジナル図書カード　1,000円券
●保有株式数　1,000株以上
　当社オリジナル図書カード　3,000円券
　さらに100株以上の株式を1年間を超え連続所有されている株主様には
　1,000円の図書カードを追加贈呈

贈 呈 時 期
毎年11月下旬（株主総会終了後）の送付を予定しています。



お客様に最適な素材の提案・最適な
加工方法の提案・最適な設計の提案
をするトータルサービスを可能にし
ます。（2004年に商標登録）

欧米

3拠点

日本国内

13拠点

目に見えなくても、いつも暮しのそばに。
当社の技術はさまざまな分野で使われています。

先進機器に必要な精密加工も自社工場で。
最新設備による高い生産力が強みです。

あらゆるニーズに対応。
多彩な高機能製品群を
生みだすコア技術

「ソフトプレス」。

現在の主要分野OA機器関連をは
じめ、先進機器を中心に多様に展
開しています。
●	OA機器部品　●	AV機器部品
●	PC部品　●	携帯電話部品
●	液晶･バックライト部品
●	自動車部品（内装品、外装品）
●	ホビー･文具関連

当社は国内13拠点、世界でもアジ
アの高成長地域を中心に19拠点を
置くグローバルネットワークを築
いています。これにより、どの地域
でも同質の加工サービスを短納期、
低コストで提供しています。2011
年には新たに中国の山東、広州に進
出し、多様なお客様のサポートを開
始しました。

当社グループは、環境マネジメント
システムを確立しグループで実践
するほか、環境負荷物質を「買わな
い・売らない・扱わない」ことで負
荷物質のゼロ化を目指していま
す。また、製品開発においても独自
の発想と技術により、環境にやさ
しいオリジナル素材を開発、部品
というかたちで提供しています。

当社では、精密加工にも対応でき
る多彩な生産設備・機器を自社工
場内に持っています。また、お客様
のニーズに応える生産設備の自社
開発・製作も行っています。
海外においても国内同様、さまざ
まな設備をグローバルに配置して
います。

社会に責任ある企業として、
環境保全にも積極的に取り組んでいます。

国内工場すべてでISO9001：
2000、ISO14001を取得して
います。

新拠点
千代達電子製造
(山東)有限公司

新拠点
千代達電子製造
(広州)有限公司

ノンハロゲン・耐燃
などの環境対応新
素材を開発

シールド・放熱部品

「多彩なニーズに応えるグローバル・サプライヤー」千代田イン　テグレを
より良くご理解いただく「5つのキーワード」をご紹介します。

成長著しい中国に2拠点を新設。
国内外32拠点から世界市場へ。

ソフトプレスとは、「柔らかい素材」
すなわち、あらゆる化成品素材を自在
に加工する当社のコア技術。この技術
を中心に、品質・コスト・スピード・
環境対応の全てを考慮することで、

「ソフトプレス」とは？

東南アジア

7拠点

中国

9拠点

多彩な
分野

独自
技術

高い
生産力

環境
対応力

世界

32拠点

フィルム部品
ウレタン･フエルト･両面テープ部品

印刷部品

光学フィルム部品 樹脂成形部品

5つのキーワードで知る千代田インテグレ
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平成23.8平成22.8平成21.8平成20.8平成19.8

33,633
37,402 36,649

45,63745,906

  売上高（単位：百万円）

平成23.8

■北米
　4.2％

■中国
　34.4％

■東南アジア
　24.4％

■日本
　37.0％

  地域別売上高構成比

平成23.8

■レジャー・文具
2.9％

■その他
6.4％

■OA機器
43.6％

■自動車
　10.5％

■通信機器
　10.8％

■AV機器
　25.8％

  業種別売上構成比

当期における経済情勢は、中国を始めとした新
興国経済が拡大する一方、欧州の金融不安や資源
価格高騰などにより、全般に減速感を強めました。
さらに、欧米経済の景気減速がアジア経済への下
押し圧力となることが予想され、ますます世界経
済の先行きに対する不透明感が増しております。
とりわけ国内では、円高の進行や原材料価格の高
騰などによる不安要因が払拭されない状況の中
で、本年3月11日に東日本大震災が起きました。
その影響によるサプライチェーンの寸断と電力不
足により、企業の生産活動が急激に落ち込んだた
め、景気の下振れ圧力が強まり、先行きの見通し
が不透明となっております。
このような厳しい経営環境が続く中で、当社グ

ループにおきましては、営業利益を確保できる体制

を整えることが急務であり、収益力の改善を目標に
掲げ、グループ一丸となり業務改善に取り組んだこ
とで、少しずつではありますが、その成果が表れ始
めております。
地域別では、国内は東日本大震災の影響が大き

かったものの、中国は引き続き高成長を維持し、東
南アジアも堅調さを保ったまま推移しております。
この結果、当期の連結業績につきましては、売上

高36,6 4 9百万円（前期比2.0％減）、営業利益
1,290百万円（前期比3.1％減）、経常利益883百
万円（前期比23.6％減）、当期純利益103百万円
（前期比51.2％減）となりました。

» 当期の経営環境と業績について

決算ハイライト

株主のみなさまには、平素より格別のご支援
ご愛顧を賜り誠にありがたく厚く御礼申し
上げます。
当社、第56期（平成22年９月１日から平成
23年８月３１日まで）の決算を終了いたし
ましたので、ここに営業の概況と主要項目
につきましてご報告申し上げます。
今後とも株主のみなさまの一層のご支援
ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

ごあいさつ

代表取締役社長　小 池 光 明

厳しい経営環境の中、営業損益・経常損益と  もに黒字を維持
ト ッ プ メ ッ セ ー ジ
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△441

3,138

5,010

平成23.8平成22.8平成21.8平成20.8平成19.8

1,331 1,290

65.2 65.7
72.9

68.6 68.7

平成23.8平成22.8平成21.8平成20.8平成19.8

  自己資本比率（単位：%）

27.0

50.050.0

27.0 27.0

平成23.8平成22.8平成21.8平成20.8平成19.8

  1株当たり配当金（単位：円）

1,729.23 1,674.43 1,633.39
1,865.421,904.02

平成23.8平成22.8平成21.8平成20.8平成19.8

  1株当たり純資産（単位：円）  営業利益（単位：百万円）

△933

2,865

5,083

1,156 883

平成23.8平成22.8平成21.8平成20.8平成19.8

  経常利益（単位：百万円）

723

1,680

2,764

211 103

平成23.8平成22.8平成21.8平成20.8平成19.8

  当期純利益（単位：百万円）

当社グループが主として取り扱っている電子・
電気機器の機構部品は、急激な技術革新や顧客
ニーズの多様化に加えて、生産面でもグローバル
化が進むなど目まぐるしく変化しております。特
に最近では、日本の各メーカーによる製造拠点の
海外移管や現地メーカーへの業務委託が、円高の
進行によってますます加速しつつあります。これ
らの急激に変化する事業環境の中で、市場の動向
を機敏に嗅ぎ取る感性を高め、対応のスピードを
上げることで、真のグローバル企業としてのブラ
ンドの確立を目指します。そのためにも、ソフトプ
レスという事業を中核にして、ものづくりの技を
磨き、地域・商品・顧客の3事業領域を拡大してい
くことで、厳しい経営環境に耐え抜くことのでき
る企業体質の強化に取り組み、収益力の改善を継

続して行ってまいります。
そして、その実現に向けて、工程改善や原価低減
を図りながら適正な在庫管理を行うなど、引き続
き生産性の向上に努めてまいります。さらに、当社
グループ全体の事業基盤の一層の充実を図るため
に、外資系企業との取引を拡大させ、原材料の現地
調達率を高めるなど、地の利を活かした施策を進
めるとともに、将来を見据え、競争力を高めるため
にも、新たな事業領域の拡大に積極的に取り組ん
でまいります。
また、当社グループに属する役職員が企業の社
会的責任（CSR）を明確に意識し、事業継続計画
（BCP）等のリスク管理やコンプライアンスを徹底
し、企業価値の向上に結びつけてまいります。

世界経済が一部の新興国を除いて、多くの地域で
減速局面を迎えています。金融不安は解消されず、
円高の進行に対しても予断を許さない、厳しい経営
環境が続くことが予想されます。
このような環境の中で、当社グループ一丸とな
り、売上・利益の確保を目指してまいります。また、
積極的に外資顧客への販路拡大に取り組み、原価
低減による生産性の向上、開発案件の市場投入を
図り、収益力を向上させ、成長軌道への回帰に邁進
してまいります。
これらの状況を踏まえ、次期の連結業績につきま

しては、売上高39,000百万円、営業利益1,600百万
円、経常利益1,200百万円、当期純利益700百万円
を見込んでおります。

当社グループは、株主のみなさまに対して安定し
た利益還元を継続して実施することを基本方針と
しております。また、内部留保につきましては、今後
予想される事業領域の変化に対応すべく、今まで以
上にコスト競争力を高めるとともに、多様化した市
場ニーズを見据え、事業領域を拡大するための有効
投資を行ってまいります。
以上の方針に基づき、この度の期末配当額につきま

しては、1株当たり27円とさせていただきました。
当社グループは「グローバルパーツサプライ

ヤー」として、これからも着実かつ持続的な企業成
長を遂げてまいります。株主のみなさまにおかれ
ましては、引き続き一層のご支援を賜りますよう
お願い申し上げます。

» 次期の見通し » 株主のみなさまへ

決算ハイライト

» 今後の成長に向けて

ト ッ プ メ ッ セ ー ジ

CHIYODA INTEGRE CO.,LTD. 6CHIYODA INTEGRE CO.,LTD.5



連結貸借対照表（要旨）　　　　   　　　　（単位：百万円） 連結損益計算書（要旨）　　　　   　　　　（単位：百万円）

連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）　　（単位：百万円）

当　期
平成23年8月31日現在

前　期
平成22年8月31日現在

資産の部

流動資産 19,415 21,251

固定資産 12,701 12,453

　有形固定資産 8,598 8,770

　無形固定資産 734 951

　投資その他の資産 3,368 2,730

資産合計 32,116 33,704

負債の部

流動負債 9,029 9,642

固定負債 1,008 926

負債合計 10,037 10,568

純資産の部

株主資本 24,811 25,411

　資本金 2,331 2,331

　資本剰余金 2,450 2,450

　利益剰余金 20,877 21,161

　自己株式 △848 △531

その他の包括利益累計額 △2,732 △2,275

　その他有価証券評価差額金 △104 △73

　為替換算調整勘定 △2,627 △2,202

純資産合計 22,078 23,136

負債・純資産合計 32,116 33,704

当　期
平成22年9月 1日～
平成23年8月31日  

前　期
平成21年9月 1日～
平成22年8月31日　

売上高 36,649 37,402
売上原価 29,410 30,108
売上総利益 7,238 7,293
販売費及び一般管理費 5,948 5,962
営業利益 1,290 1,331
営業外収益 204 221
営業外費用 611 396
経常利益 883 1,156
特別利益 38 88
特別損失 511 650
税金等調整前当期純利益 409 594
法人税、住民税及び事業税 282 470
過年度法人税等 △62 —
法人税等調整額 87 △87
法人税等合計 306 383
少数株主損益調整前当期純利益 103 —
当期純利益 103 211

当　期
平成22年9月 1日～
平成23年8月31日 

前　期
平成21年9月 1日～
平成22年8月31日　

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,138 2,738
投資活動によるキャッシュ・フロー △3,088 △435
財務活動によるキャッシュ・フロー △579 △927
現金及び現金同等物に係る換算差額 △58 △290
現金及び現金同等物の増減額 △1,587 1,085
現金及び現金同等物の期首残高 6,726 5,680
新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 142 —
連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 — △39
現金及び現金同等物の期末残高 5,281 6,726

資産合計は、主に受取手形及び売掛金の減
少により、前期末よりも1,587百万円減少
いたしました。負債合計は、主に支払手形及
び買掛金の減少により、前期末よりも530
百万円減少いたしました。純資産合計は、主
に自己株式取得等による株主資本の減少及
び為替換算調整勘定の減少により、1,057
百万円減少いたしました。

現金及び現金同等物は、営業活動により
2,138百万円増加、投資活動により3,088百
万円減少、財務活動により579百万円減少し
ました。この結果、前期末に比べ1,445百万円
減少し、当期末には5,281百万円となりまし
た。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要
因は次のとおりとなっております。

平成23.8平成22.8平成21.8平成20.8平成19.8

247.2 235.9 236.1 220.4 215.0

  流動比率（単位：%）

51.6
56.9 58.1

53.8 57.5

平成23.8平成22.8平成21.8平成20.8平成19.8

  固定比率（単位：%）

資産、負債及び純資産の状況

キャッシュ・フローの状況

営業活動の結果、得られた資金は2,138百万
円となりました。これは主に、税金等調整前当
期純利益が409百万円、減価償却費が1,281
百万円及び売上債権の減少額が759百万円で
あったことに対して、たな卸資産の増加額が
273百万円、仕入債務の減少額が211百万円
及び法人税等の支払額が516百万円であった
こと等によるものです。

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動の結果、支出した資金は3,088百万
円となりました。これは主に、定期預金の預入
による支出1,248百万円、有価証券の取得に
よる支出890百万円及び有形固定資産の取得
による支出816百万円によるものです。

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動の結果、支出した資金は579百万円
となりました。これは主に、自己株式の取得に
よる支出316百万円及び配当金の支払額373
百万円によるものです。

財務活動によるキャッシュ・フロー

連 結 財 務 諸 表
当冊子よりさらに詳しい財務情報などは当社IRサイト
http://www.chiyoda-i.co.jp/toushi/ir_f.html
でご覧いただけます。

千代田インテグレ IRライブラリー 検　索
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インドネシア

シンガポール

クアラルンプール
ペナン
タ　イ ベトナム

日本国内

ジョホールバル

天　津

深　圳中　山

蘇　州

大　連

香　港

広　州 サンディエゴ
ティファナ

東　莞

山　東

スロバキア

●その他の法人
　82名 1.00％

●自己株式
　1名 0.01％

●外国法人等
　81名 0.99％

●金融機関
　27名 0.33％
●金融商品取引業者
　21名 0.26％

●個人その他
　7,955名  97.41％

●その他の法人
　1,373千株 9.72％

●外国法人等
　5,559千株 39.34％

●金融機関
　2,610千株 18.48％
●自己株式
　611千株 4.33％

●金融商品取引業者
　50千株 0.36％

●個人その他
　3,923千株 27.77％

所有者別株主数
分布状況

所有者別株式数
分布状況

  株式の状況   会社概要

  役　員

発 行 可 能 株 式 総 数 32,600,000株
発 行 済 株 式 の 総 数 14,128,929株
株 主 数 8,167名

大株主（上位10名） 

株主名
当社への出資状況
持株数

（千株）
持株比率
（%）

いちごトラスト 3,341 23.65
ビ－ビ－エイチ　フオ－　フイデリテイ－　ロ－プライス　ストツク　フアンド 530 3.75
株式会社三菱東京UFJ銀行 429 3.03
日本生命保険相互会社 423 2.99
日本毛織株式会社 385 2.72
東京中小企業投資育成株式会社 378 2.67
ユービーエス　エイジー　ロンドン　アジア　エクイティーズ 359 2.54
第一生命保険株式会社 304 2.15
株式会社みずほ銀行 289 2.05
ステート　ストリート　バンク　アンド　トラスト　カンパニー 255 1.80
※当社は自己株式611千株を所有しております。

社 名 千代田インテグレ株式会社

設 立 昭和30年9月

本 社 所 在 地 〒104-0044
東京都中央区明石町4-5

資 本 金 23億3,156万円

従 業 員 数 318名（グループ総計	4,685名）

主要な事業内容 当社は、OA機器・AV機器・通信機器・自動
車など各製品の機構部品、機能部品の製造
販売を主な事業としております。

代表取締役会長		.................................... 丸　山　　　要

代表取締役社長		.................................... 小　池　光　明

常務取締役		............................................ 佐　藤　　　明

常務取締役		............................................ 村　澤　琢　己

取締役	.................................................... 及　川　　　彰

常勤監査役		............................................ 植　村　栄　治

監査役	.................................................... 山　下　　　明

監査役	.................................................... 遠　藤　克　博

株式情報（平成23年8月31日現在） 会社情報（平成23年11月25日現在）

東南アジア地域

シンガポール現地法人 CHIYODA	INTEGRE	CO.,(S)	PTE.	LTD.

マレーシア現地法人
CHIYODA	INTEGRE	CO.,(M)	SDN.	BHD.
CHIYODA	INTEGRE	CO.,(PENANG)	SDN.	BHD.
CHIYODA	INTEGRE	CO.,(JOHOR)	SDN.	BHD.

タイ現地法人 CHIYODA	INTEGRE	（THAILAND)	CO.,	LTD.　
インドネシア現地法人 PT.	CHIYODA	INTEGRE	INDONESIA
ベトナム現地法人 CHIYODA	INTEGRE	VIETNAM	CO.,LTD.
中国地域

中国現地法人

千代達電子製造（香港）有限公司
千代達電子製造（大連）有限公司
千代達電子製造（深圳）有限公司
千代達電子製造（中山）有限公司
千代達電子製造（蘇州）有限公司
千代達電子製造（東莞）有限公司
千代達電子製造（天津）有限公司	
千代達電子製造（山東）有限公司
千代達電子製造（広州）有限公司

北米地域

アメリカ現地法人 CHIYODA	INTEGRE	OF	AMERICA	(SAN	DIEGO),INC.	
メキシコ現地法人 CHIYODA	INTEGRE	DE	BAJA	CALIFORNIA,S.A.DE	C.V.
欧州地域

スロバキア現地法人 CHIYODA	INTEGRE	SLOVAKIA,s.r.o.

本　社 〒104-0044　東京都中央区明石町4-5
TEL.	03-3542-3410（代）

本 社・海 外 部 名古屋営業所

東京支店・工場 仙 台 営 業 所

青 森 営 業 所 大阪支店・工場

厚 木 営 業 所 大 阪 営 業 所

長 野 営 業 所 広 島 営 業 所

豊橋支店・工場 大 分 営 業 所

子会社 サンフエルト株式会社

当社グループはグローバルな生産体制をと
ることにより、日本国内にとどまらず幅広い
エリアに、低コストかつ短納期で高品質な
製品を提供できるネットワークを構築して
おります。

  千代田インテグレグループ 海　外

国　内
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